
DIGITABLE 第 84 回勉強会レポート
2015 年 4 月 18 日　於：江東区森下文化センター   　第二研修室　

　　　　

Digitable 基礎講座「デジタルフォトの基本概念」：高木大輔講師
Photoshop 研究講座「粒子・粒状性」フィルム粒状感の再現について：平野正志講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※デジタブル第 8 回定例総会のためライトニングトークは休みました）

　　　　　　　　　　　　　　　　　DIGITABLE 写真技術勉強会 (HOME)   http://www.digitable.info

Digitable 基礎講座 2015　第 1 回　高木大輔講師
「デジタルフォトの基礎概念」

2015 年基礎講座の第一回目。
デジタルフォトについての基礎をまとめたもので、毎
年恒例の講座となっている。
デジタルカメラで写真データが生成されるしくみを、
イメージイラスト等を利用してわかりやすく解説して
いる。シャッターを押せば写るのが当たり前のデジカ
メだが、その内部では高度な演算が行われている。…

■「デジタルカメラで画像が生成されるまで」では、
イメージセンサーがレンズを通して画像を作成する仕
組みを解説。撮像素子自体は色情報を持たず、べイヤー
配列と呼ぶモザイク状の RGB のカラーフィルターをか
けることでカラーの画像ができあがる。

■「JPEG と RAW」では、現在デジタル一眼レフのほ
とんどの機種で記録することができる JPEG と RAW 形
式について解説。一般に普及している JPEG は、撮影
後の大幅な調整が難しいので、撮影時に設定を正確に
決定することが必要。RAW では撮影後に調整を加えら
れるため、撮影時にあまり細かな設定を必要としない
が、写真を完成させるための現像という作業が発生す
る。この二つの形式は、撮影スタイルにも大きな影響
を及ぼす。

■「ベクトル画像とラスター画像」では、デジタルで
表示される主な二つの画像形式について解説している。
画像ソフトの代表格である Adobe Photoshop ではラ
スター画像で解像度に依存するが、Adobe Illustrator
ではベクトル画像で拡大縮小に関係なく、くっきりと
鮮明な線を保つ。

Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

プリントした写真を見比べ意見を交わす

画像ファイルの生成について解説する高木大輔講師

オフセット印刷での線数による解像感の違い

▲

takagi TK-PRESS
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▲

ラスター画像では上
から 100％、250％、
500％と倍率が上がる
につれて鮮鋭度が低下
してくるが、ベクトル
画像では倍率が上がっ
ても、鮮鋭度は変わら
ない

図 2015-004：
ラスター画像（上）
とベクトル画像

デジタル画像の形式についてベクトル画像とラスター画像
（週刊 DIGITABLE 第 20 号 _150417）

デジタルで表示される画像には主に二つの形式があり、ベクトル画像とラスター画像と呼ばれている。
この 2 つの画像の違いを理解しておくとが重要だ。
“ コンピュータグラフィックスには、主に 2 つのタイプがありベクトル画像とラスター画像に分けることが
出来る。
ベクトル画像（TL= ベクトル画像：AdobeIllustrator などで作成した画像）は、ベクトルと呼ばれる数式を使っ
て線や曲線を定義して画像を描いていく。
ベクトルを使用するプログラムは、テキストおよび拡大縮小に関係なく、くっきりと鮮明な線を保つ。
ラスター画像（TL= ラスター画像：AdobePhotoshop などで作成した画像）は、ピクセルの名称で知られる
四角形のグリッド（＝ラスター）で構成されている。
ラスター画像は写真画像など、色と色が重なり合っている画像に最適ですが、解像度と密接な関係にあるので、
低解像度（例えば 72dpi）で作成した画像を高解像度のプリンタで出力すると、鮮鋭度が低下する。
………………………………………………
ラスター画像が正式名称のようだが、一般的にはビットマップ画像と呼んだほうがわかりやすいかもしれな
い。むしろ、デジタルが当たり前の今日ではもう写真画像と呼んだほうがよいだろう。
ベクトル画像は基本的に “ 描かれる（＝ Drowing）” ので、ドロー画像などとも呼ばれている。

ベクトル画像のイメージ

▲

takagi TK-PRESS
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▲

今月は以上。新年度も引き続き頑張りましょう☆　DIGITABLE 基礎講座 2015/04/18：高木大輔

画像の解像度について（週刊 DIGITABLE 第 21 号 _150424）
画素数と解像度

「画像解像度」とは、その画像がどのくらいの密度で構成されているかを数字で表したもので、通常 1 インチ
内のピクセル数で示されている。（ppi もしくは dpi= 出力解像度）
良く使われる ppi や dpi とは、1 インチの中に、いくつのピクセル（マス）が並んでいるのかを表しており、
1 インチあたりのピクセルの数が多いほど、画像解像度が高いといえる。
この図では、1 辺が 1 インチの画像として、 1 インチを 10 に分割したもの（10ppi）と、20 に分割（20ppi）、
100 に分割（100ppi）を比較している。細かく分割した 100ppi の画像が、より精密な再現ができている事
が分かるだろう。

必要な解像度は…
隊：72dpi はモニター表示の解像度の基準で、Web デザインなどモニターで表現する写真にはこの解像度に
揃えておくと大きさがつかみやすいだろう。　　
300ppi とか 400ppi などは商業印刷で要求される解像度で、オフセット印刷が 150 ～ 200 線と呼ばれる、1
インチあたり 150 ～ 200 個の網点で行なわれているため、網点 1 個を構成するのにするのに 2 ピクセル必要
という概念からきている。
網点 1 個に 2 ピクセルが必要充分ということで、実際 2 倍以上はいくら増やしても印刷画像の向上は殆ど分
かりませんが、不足の場合は特に 1.5 倍を下回る頃から劣化が感じられるようになる。
尚、大判プリンターや一般的なインクジェットプリンターは概ね 150 ～ 200dpi 程度あれば充分とされている。

図 2015-005：オフセット印刷の網点線数の違い（左上から　300 線、100 線、30 線、15 線 /1 インチ当たり）
オフセット印刷の網点線数の違いを理解するために模式的に作成したもの
それぞれ 1個の網点を構成するのに 2倍の画像情報が必要充分と言われ、要求される画素数が決まってくる



■「画像の解像度について」では DTP でよく言われる
dpi や ppi にの概念について解説。商業（オフセット）
印刷とインクジェットプリンタでプリントする際に必要
な解像度を比較した。
オフセット印刷に使われる網点の比較画像は、普段印刷
に携わらない人にもイメージがつかみやすいだろう。
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Photoshop 研究講座　平野正志　講師
「粒子・粒状性」

最近のデジカメでは高感度においても粒状感（ノイズ）
が目立たない。だが逆に粒状感の面白みを要望する声も
あるようで、レタッチソフトにも粒状感を付け加える「粒
子」という項目が現れている。
大小さまざまな粒が集まったフィルムの粒子と、ピクセ
ル（四角）のあつまりのデジタルで作られた粒子と違い
があるか比較した。
比較したソフトは「Photoshop」のフィルター、
Photoshop 用プラグイン「シルバーエフェックス」、画
像編集ソフト「ACDsee」の三種類。
写真とチャートを一つの画像にまとめて JPEG に変換し
たデータを元に検証した。
デジタルデータではグレーだけでなく黒や白の部分にも
ノイズがのってしまうことがわかったが、雰囲気のある
面白い仕上がりになった。…
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今月の 1 枚：5 月 3 日に行われた横浜撮影会。
　　　　　　暑い中お疲れ様でした。
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《チャートの準備》

写真を半分、残り半分にはチャートを配置する。

チャートは 0 － 255 までのグラデーションチャート、6 段階でマス

を埋め、かつ一マスの中に逆方向の明暗数値で小さなマスを作り、埋

め込む。

レイヤー統合してＪ peg に変換した。

フォトショップで

　フィルター→ノイズを加える

《ノイズ》には

　※量・・・％がある

　※分布方法・・・

　　　均等に分布

　　　ガウス分布

　※グレースケールノイズのチェックがある。

《写真１》　　　　　　　　　　　　　　　　　《写真２》

ガウス分布　５０％、１００％　　　　　　２５％、７５％

ガウスカラーノイズ　１７０％　　　　　　７５％

均等に分布　５０％、１００％　　　　　　２５％、７５％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれ％を変え、画面のキャプチャーを印刷した。

一方《カメラ RAW 現像》では　　　              《写真１》　　　《写真２》

　　　　　　  　粒子　適用量、サイス、粗さ　５０％　　　　　２５％

　　　　　　　  粒子　適用量、サイス、粗さ　１００％　　　　７５％

                                          　　　　　　　　　　　それぞれ％を変え、画面のキャプチャーを印刷した。

　　　RAW 現像では画面のキャプチャーで白トビ警告表示が赤く表示されている。

チャートを加えた 2 種類の写真を用意した。それぞれに％の変化を加えて画面の変化をキャプチャーしている。

粒状感について解説する平野正志講師

《チャートの準備》
写真を半分、残り半分
にはチャートを配置
チャートは 0 ～ 255 
までのグラデーション
チャート、6 段階のマ
スからなる

Photoshop のフィルター
でノイズを加える


